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新規受託項目のお知らせ

拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、弊社では皆様のご要望にお応えし、また、医療の進歩に寄与するべく
絶えず検査領域の拡大に努めておりますが、この度、下記項目の検査受託を開
始することとなりました。
　取り急ぎご案内致しますので、宜しくご利用の程お願い申し上げます。
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　TARC（Thymus and Activation-Regulated Chemokine）は白血球走化に関与するケモカインの一
種で、TARC受容体CCR4を特異的に発現するTh2細胞に対する遊走活性を有しています。
　アトピー性皮膚炎（以下、AD）患者の皮膚では表皮角化細胞で、末梢血では単核球でTARCの産生
が亢進し、過剰に産生されたTARCがCCR4発現のTh2細胞を皮膚へ遊走させ、病態を悪化させると考
えられています。AD患者では血清中のTARC値は他の皮膚疾患患者と比較して有意に高値を示し、AD
の重症度に応じて増加します。また、これまでの検査に比べ病態の変動を鋭敏に反映します。
　アトピー性皮膚炎は適切な治療により症状がコントロールされた状態を維持することで、自然寛解も期
待されることから、重症度に応じた治療薬の選択が必要とされます。血清中TARC量はADの病勢を客観
的に評価することで、アトピー性皮膚炎の重症度把握の補助として有用です。
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項 目 コ ー ド
検 査 項 目 名
検 体 量
保 存 方 法
検 査 方 法
基 準 値

所 要 日 数
検 査 実 施 料

判 断 料
定 価
備 考

5007
TARC
血清　0.3mL
冷蔵
EIA
小児（6～１２ヶ月） ：1367未満　　
小児（1～2歳）　 ：　998未満
小児（2歳以上）　：　743未満
成人　 　　　　 ：　450未満
（単位：pg/mL）
3～6日
200点
（D015「18」血漿蛋白免疫学的検査）＊

144点（免疫学的検査判断料）
3,000円
＊：月1回に限り算定が可能です。
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●アトピー性皮膚炎

●LDH
●非特異的IgE
●好酸球数
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